
那覇市では、那覇軍港返還後の跡地利用に向けて、令和２年度も引き続き地権
者の皆さまへの情報発信として情報誌（がじゃんびら通信）の発行や、那覇軍港
のまちづくりを考える次世代の会の活動を実施するとともに、那覇軍用地等地主会
理事と次世代の会等による合同での跡地利用に関する勉強会を開催しています。

令和２年度の勉強会は、地権者の皆さまご自身が那覇軍港の将来構想を
検討するために必要となる専門的な知識の習得に向けた取組みを支援してい
くことを目的に、地主会の理事や次世代の会等の皆さまを対象に開催してい
ます。
令和２年度の勉強会では、下記の視点をテーマに進めています。

第 1 回及び第２回の開催概要については次ページ以降に記載しております
ので、ご覧ください。

●開発条件の整理（社会経済情勢、歴史文化、港湾機能、周辺環境等）
●中南部エリアにおける那覇エリアの位置づけ
●那覇軍港周辺エリアのまちづくり構想

航空法による建物等の高さ制限について、那覇軍港跡地ではどのくらいま
での高さの建築物を建築することが可能なのか。

【主なご意見】

現在の社会情勢を考慮すると、今後、住宅や商業、観光以外の要素を開発の軸
としていくことが考えられる。

那覇軍港跡地におけるまちづくりでは、立地や歴史的背景から見て、「交易」
の要素が特に重要であると考える。

那覇軍港跡地には、物流以外の価値のある利用方法があると考える。

大型集客施設については、那覇軍港の限られた面積や、既に周辺地域に複数
立地していることを踏まえ、那覇軍港跡地のまちづくりにおいては、必要性に
ついて十分に検討していく必要があると考える。

地区には、奥武山公園から人が流れてくるようなにぎわいを生み出す施設をつ
くるといい。
那覇軍港跡地におけるまちづくりにあたっては、人々を惹きつけるような地区の
シンボルに資する施設等が必要であると考える。
那覇軍港跡地返還後の開発にあたっては、なるべく短期間で事業を行うことが
できるといい。

【主なご意見】

➡45mの高さ制限においては、一般的に10階～15階程度（階高による）の建築
物を建設することが可能です。（ )



勉強会の第１回と第２回の内容について概要をご紹介します。ご意見については４ページに掲載しておりますので、ご覧ください。

沖縄の玄関口である那覇空港や那覇港に
近接
地区全体が航空法による建築物等の高さ
制限区域に指定
交通結節点（那覇バスターミナル、旭橋駅
等）に近い
地区の隣にはスポーツ機能を有する奥武山
公園が立地
国際通り等を中心とした那覇市街地に近い

資料：地理院地図をもとに作成（令和２年７月時点 /国土地理院）

資料：那覇軍港地権者等課題研究等調査報告書（平成20年３月/那覇市）
　　　※本図は那覇市提供資料を参考に概ねの位置と規模を示したものである。

かつてアジア諸国との琉球貿易の拠点として
栄えた歴史を持つ

那覇軍港にも御物城などの琉球王朝時代に
関連する史跡・旧跡がある

面積、地主数…沖縄の米軍及び自衛隊基地（統計資料集）（令和2年3月/沖縄県）より

面積は約56ヘクタール

地区の西側を中心に国有地が広がっており、
全体の約４割を占める

那覇軍港の地主数は1,376人（平成31年3
月現在）

隣接する奥武山公園では、沖縄県にて「Jリ
ーグ規格スタジアム整備基本計画（平成29
年）」が策定されている
地区から旭橋駅に向かう沿道はにぎわいの
連続性が不足している

アジア地域の経済発展が進んでいる
AIやロボット等の技術革新の進展
インバウンド需要やクルーズ観光の増加
那覇空港の滑走路増設による国内外航空
ネットワークの拠点性強化
「新沖縄発展戦略：新たな振興計画に向け
た提言（沖縄県/令和2年3月）」の申し送り
事項では、「アジアのダイナミズムを取り込
むエアポートシティの形成」等において、那
覇軍港の活用が提案されている

旧国鉄の湊川貨物駅や周辺工場の跡地を
再開発してつくられたウォーターフロントの
まち
地区内を回遊できる仕掛けが充実
再開発後もイベントの開催など、まちのマネ
ジメントに取組んでいる
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など
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資料：那覇空港旅客ターミナルビルHPをもとに作成資料：那覇空港旅客ターミナルビルHPをもとに作成
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